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1．はじめに 

昨今，太陽光発電は導入が容易であることか

ら企業や一般家庭まで広く普及している。しか

し，メガソーラーなどの大規模な太陽光発電設

備より AMラジオ帯に干渉するノイズが発生し

ている[1]という報告が挙がっている。先行研究

より，発生するノイズの原因はパワーコンディ

ショナのスイッチングによるものである[2]とい

う報告がある。また，パワーコンディショナの

スイッチングは， DC-AC 変換時と MPPT

（Maximum Power Point Tracker）動作時に行わ

れている。そこで本研究では， MPPT のスイッ

チング動作によって PV モジュールから放射さ

れるノイズに着目している。 

本稿では，MPPT の電力制御方式を変更し，

PV モジュールから放射されるノイズに与える

影響を明らかにする。 

 

2．実験に供した MPPT  

本実験では，自作した MPPT を用いて磁界の

測定を行った。表 1 に MPPT の仕様を示す。電

力制御方式は，PWM (Pulse Width Modulation)

と PDM（Pulse Density Modulation）とし，制御

アルゴリズムは山登り法[3]を採用した。本実験

では，最大電力点追従を行う都合上，PDM 制御

時のキャリア周波数は 20kHz，Duty 比を 90%に

設定した。 

3．実験方法 

本実験では，MPPT 動作中に PV モジュール

のバスバー直上における磁界強度と磁界に含

まれる周波数成分を測定する。図 1 に，実験構

成を示す。測定は，自作 MPPT を接続した PV

モジュールの直上にハロゲン灯を設置し，

1000W/m2 の光を照射して行った。磁界強度の

測定には，日置社製磁界測定器“3470-02”を用い

て行う。磁界の測定位置は，PV モジュールの

バスバー直上とした。磁界強度と磁界の周波数

成分の測定は，MPPT の電力制御方式が PWM

時と PDM 時で行った。今回は，測定機器の都

合より電界ではなく，磁界のみの測定とした。 

表 1 MPPT の仕様 

制御アルゴリズム 山登り法 

スイッチング回路 降圧型コンバータ[4] 

電力制御方式 PWM PDM 

 
キャリア周波数 20kHz 

20kHz 

Duty 比 90% 

 制御周期 - 0.1sec 

 

図 1 実験構成 

PC Gauss Meter PV Module 

CH
1

CH
2

CH
3

CH
4

FFT 

Digital Oscilloscope 

MPPT 

Sensor Module 
Step Down 

Chopper Control 
Part 

Load Resistance 

Z

H
IO
K
I

Magnetic Field  
Strength 

Halogen Light 

・Voltage 
・Current 
・Power 
・Duty Ratio 

1000W/m
2 



4．実験結果 

図 2 に，PWM 及び PDM 制御で最大電力点を

追従した場合におけるバスバー直上の磁界強

度を示す。図 2 より，磁界強度は MPPT の電力

制御方式を変更してもほぼ同一であることが

わかる。これは，最大電力点における電圧-電流

値が同一であることを意味している。 

図 3 に PWM，図 4 に PDM の各電力制御方式

で最大電力点を追従した際に PV モジュールか

ら発生する磁界の周波数成分を示す。図 3 より，

PWM 制御時の磁界には，スイッチング周波数

20kHz と整数倍の高調波が含まれていることが

わかる。また，図 4(a)より PDM 制御時は，制

御周期 0.1sec に起因する周波数（10Hz）とその

高調波が含まれていることがわかる。図 4(b)よ

り，スイッチング周波数 20kHz と整数倍の高調

波が含まれていることがわかる。高調波の要因

は，スイッチングしているパルス波の Duty 比

が 50%ではないことが理由と考えられる。 

以上より，供試した電力制御方式では PV モ

ジュールから発生する kHzオーダーの周波数成

分を抑制することはできなかった。 

5．まとめ 

本稿では，MPPT の電力制御方式が PV モジ

ュールから放射されるノイズに与える影響を

明らかにした。その結果，電力制御方式によっ

て磁界強度に大きな差異は見られなかった。ま

た，PV モジュールから発生した磁界に含まれ

る周波数成分は，MPPT のスイッチング周波数

とその高調波に一致することを明らかにした。 

今後は，PWM 及び PDM のキャリア周波数

と制御周期を変更した際，PV モジュールから

放射されるノイズに与える影響を検討する予

定である。 
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図 2 PWM 及び PDM 制御時の磁界強度 
図 3  PV モジュールから発生した 

磁界に含まれる周波数成分(PWM 制御時) 

  

(a) 制御周期：0.1sec に起因する周波数成分 (b) 通流期間(20kHz-Duty 比 90％)の周波数成分 

図 4 PV モジュールから発生した磁界に含まれる周波数成分(PDM 制御時) 
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